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リ　ン　ゴ品種の将来に　ついて

喜代治

（秋田県果樹試）

現在のリソゴ品種のおおむねは依然として国光・紅玉

である。この両品種は，明治初年頃導入され，明治の末

期にはすでに主力品唖としての座をしめ，大正，昭和の

今日まで－一層堅実なものとして成長してきた。一面，リ

ソゴ産業が今日のような大産業的な姿となり得たのもこ

の両品種のためであろうことは論をまたない。しかしな

がら，この両品種匿対する異常な程の悪評を与える人も

ある。もちろん．消費の伸びが思うようでないのは，1

つはこのためであると極言されている。そのかわりにゴ

ールデソまたはスターキソグ等の増殖が目立ってきた。

このような変遷の腺因は何んだろう．と云うことにな

ると．果実本来の姿，すなわち，「おいしい」ことに対

する感じが遠くなってきたことであろう。このことは何

人も異論がないようである。おいしくないことには，ま

た，いろいろの理由があろう。さらに，消費者の嗜好が

全体的に変っていることもあるかも知れない。ここで考

慮したいことは．単一品種による長期供給方式のあり方

にも問題がありはしないか，たしかに．経営，栽培．販

売等の一連の流れをみると，品種の混立ぐらい厄介なも

のがない。しかしながら，これはあくまでも生産の立場

におけるあり方を示すものであり，消費者自体において

の立場が違ってくるかも知れない。もちろん，独特のお

いしさが長く維持する方法があれは別であろうが，いか

に完全な取扱い方法が完成したとしても当然ながら限度

がある。それを超えたものであってはならない。

将来の品種群を次の5つに分けることがよいと思う。

第1品種群　　7．8月を生食の最盛期とするもの

第2　〝　　　9．10月を　　　　〝

第3　〝　　11．12月を　　　　〝

第4　〝　　1．2．3月を　　〝

第5品種　4．5．6月を生食の最盛期とするもの

とくに，第5群については，東南アジア向け輸出用を

充分考慮したい。

この5品種群による季節感，新鮮感を与え．消費者の

消費欲を満足させるものでありたい。

次に，ゴールデン・スターキソグ等の貯蔵性の弱い品

種の大量栽培に対する反省も必要である。冷蔵の施設と

か，コールドチェソ方式とか，いろいろのことが講じら

れようとも自からの限界を意識しないわけにはいかな

い。明治以来．リンゴが今日までの隆盛を続けてきたの

は．一つは，国光・紅玉の貯蔵性にあるとされている。

ゴールデソ，スターキングの大量栽培，大量消費となる

と，間庫は以外に多く，しかも深刻なものとなって現わ

れるのではないか，現にその前ぶれのようなものを感じ

られている。各品種群とも，貯蔵の限界性，安定性がよ

く企業の流れに沿うものであることが必要である。

また，玉の大きさに対する見解である。大衆消費の原

則に立つならは，′トさい玉が喜ばれるであろうとの想定

は正しい。しかしながら，現実は大玉一中玉が高く売買

され．生産の場に立っても大玉生産方式をとっているの

が現状である。このことは，小玉でおいしい品種が出て

くれはかなり改毒されるかも知れない，筆者が選抜した

王鈴は未だにゴールデンの屏実的な考えをもつものもあ

り，これを大きくしようとしての敏明定，多肥によって

味を著しく低下している。小玉は高い，と云うことに該

当し得るような品種の選抜が望ましい。

次に肉質については，必ずしもパリパリしたものだけ

が新鮮でおいしいときめつける必要はない。きめのこま

かな軟かさ，多汁であって芳香あり，食味としては申し

分ないもの．要するに，胃にもたれるような肉質でない

ことが必要である。

以上のようなことが遜抜上心がけて行きたいし，品種

全体としての食味については，鮮烈な程の特徴のあるも

の，そして取り扱いが容易なもの．さらには，栄養的に

も，加工的にも素質あるものであることが望ましい。


